












旧国鉄の貨車 ワフ 30037 

 
平成 20 年 12 月 13 日（土） 第 2 分科会資料             リーダー 中盛 汀 
 
≪ワフのあしあと≫ 
 2001 年 3 月、新聞紙上で呼びかけていた「旧国鉄貨車譲渡」の

記事を見て、仲介に入っていたふるさと鉄道保存協会と出会う。

同年 4 月に和歌山県より移動させ、静態保存。2002 年 4 月に伊

賀ワーキンググループ設立。有効活用の一環として、2004 年の松

尾芭蕉生誕 360 周年事業に参画し、2 年間、貨車周辺を活用した

フリーマーケット、貨車内部での鉄道模型展示と電車のビデオ放

映などを実施。 
2005 年からは地元鉄道の活性化を目標に、同年 7 月、当時の三

重県伊賀県民局の事業に応募・採択され、2006 年 2 月末まで「伊賀線協働塾」を運営し、伊賀線

開業 89 周年記念ミニ冊子 5000 部を作成し、ピンクのペイント列車のペーパークラフトが誕生。

2007 年 9 月には 1 ヶ月間の伊賀線の写真等の展示会をし、啓発に取り組んだ。同年 10 月からは、

「伊賀線応援通信」（Ａ5 版の会報）を毎月 20 日に発行、同タイトルのブログをスタート。駅舎

の花壇の復活や清掃に取り組む。2008 年 8 月 8 日の伊賀線開業 92 周年記念には、タブレットの

たま かたやきと記念入場券を企画し、伊賀鉄道が販売。普通電車のペーパークラフトも製作。 
2008 年 11 月には、日本財団のＣＡＮＰＡＮブログの第 3 回ブログ大賞で、地域活性化部門 ふ

るさと貢献賞を受賞。 
 
≪つくったもの≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

伊賀線協働塾で提案し、三重県から近鉄へ働

きかけてくれた。近鉄から松本先生に図柄の

使用許可を取ってくれ、近鉄が作成。２００

７年１０月に伊賀鉄道が伊賀線を運行するこ

とになり、近鉄のホームページから消えてし

まったので、データを譲渡し、現在は伊賀鉄

道のホームページにアップしている。 

２００８年８月８日の伊賀線開業９２周年

記念として、中盛が作成し、伊賀鉄道にデ

ータをプレゼント。伊賀鉄道のホームペー

ジからダウンロードできるようにしてい

る。 

２００８年８月８日の伊賀線開業９２周年

記念として、中盛が作成し、伊賀鉄道にデ

ータをプレゼント。伊賀鉄道のホームペー

ジからダウンロードできるようにしてい

る。 

26



 タブレットのたま かたやき 
今までのグッズは制作費にお金がかかり、 

                        在庫をかかえることが大変だったことから 
                        鉄道の日のイベントなどに持っていくにも 
                        気軽に注文し、準備が出来るとのお声をい 
                        ただいた。 
                        現在まで、約１０００枚近く販売され、 
                        ２０万円ほどの売り上げ。 
  
 
 
 
 
 
080808 記念入場券 
約 200 セットを作成。 
せっかくだから、と入場券に伊賀鉄道 
の地紋を入れたものを発注していただ 
き、台紙のデザインは当ワーキング、 
朝顔作成、貼り付けもこちらで、入場 
券の貼り付けは駅で担当してくれた。 
2 ヶ月で完売し、1 セット 12 枚 
2400 円の 200 セット、48 万円の売り 
上げ。 
 
 
 
○ 企業との協働でなければできない活動 
○ 鉄道を支えるための連携 
○ ＮＰＯがかかわるメリット 
○ 花の提供 
○ 肥料の提供 
○ 地域の協力 
     などなど・・・ 
 
まだまだ可能性がたくさんあります。 
伊賀線活性化のために、少しでも 
自分たちができることを・・・ 

９２周年記念に合わせて企画し、伊賀鉄道に提

案。和菓子屋さんで特注で受注生産してもらっ

ている。台紙、包装等もワフで作成。当初は、

販売できる状態まで当ワーキングで仕上げて

いたが、現在は直接伊賀鉄道から注文し、販売

まで担ってもらっている。 

 
９２周年記念入場券の台紙を当ワーキングで作成。 
手づくりの和布による朝顔等、手間のかかる台紙は通

常はあまりないそうで、マニアにも好評。 
２００セットを完売。 
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